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〇最近の経済情勢と国の総合経済対策について

相次ぐ国際紛争をはじめとして、世界経済

の減速や物価上昇、金融資本市場の変動等に

よっては、景気の下振れリスクも懸念され、

その動向には十分注意していかなければなら

ないと考えております。

こうした中、台湾にある世界有数の半導体

受託製造企業が新たに国内法人を設立し、県

内に半導体製造工場を建設することが発表さ

れ、この度、立地協定を締結いたしました。

今回の決定は、国内半導体の安定供給のほか、

自動車や高度電子機械をはじめとした製造業

の生産性向上につながり、国内製造業の強靭

化に大きく寄与するものと考えております。

また、本県のみならず東北地方にとりまして

も、様々な経済波及効果が見込まれるなど、

地域経済に大きな活力を与え、将来に明るい

展望を開くものと期待しているところであり

ます。県としましても、新しい組織を立ち上

げて支援体制を強化するとともに、国や東北

大学、関係自治体等と連携し、工場立地に係

る環境整備や操業に向けた各種支援に全力を

挙げて取り組んでまいります。

また、国では、先日、30年来続いてきたコ

ストカット型経済から成長型経済に変革を果

たすまたとないチャンスとして、「デフレ完

全脱却のための総合経済対策」を打ち出し、

〇その他の項目

・「2024年問題」について

・多核種除去設備等処理水の海洋放出につ

いて

・広域防災拠点、川内沢ダム及び（仮称）

栗原インターチェンジについて 他

知 事 説 明 要 旨

主な内容として、地方財政法に基づき令

〇仙台医療圏における病院再編について

少子高齢化や人口減少が進む中、県民の皆

様に適切な医療を持続的に提供していくため

には、県全体の地域医療の現状及び将来を見

据え、病院機能の集約・拠点化を図ることに

より、政策医療の課題解決を目指していくこ

とが必要と考え、仙台医療圏における病院再

編の検討を進めているところであります。な

お、県立精神医療センターに関しては、再編

が実現するまでの期間があることを考慮し、

今回の補正予算案に老朽化が著しい施設の緊

急修繕に要する経費を盛り込むことといたし

ました。引き続き関係者の皆様の御意見を伺

いながら、丁寧な協議を進め、年度内の基本

合意を目指してまいります。

〇令和５年度補正予算について

供給力の強化を図るとともに、足元の物価高

を乗り越える構造的な賃上げと攻めの投資の

拡大によって消費と投資の力強い循環につな

げていくとしております。本県におきまして

も、国の経済対策に対応する予算措置として、

今定例会に補正予算案を追加提案できるよう、

詰めの調整を行っているところであり、物価

高騰対策をはじめとする各種施策の早期実施

に向けて、速やかな対応に努めてまいります。

和4年度一般会計決算剰余金を財政調整基金

に積み立てるとともに、老朽化に伴う県立

精神医療センターの緊急修繕に要する経費

を計上しております。また、処理水の海洋

放出の影響を受ける漁業者等への貸付条件

を拡充する債務負担行為を設定するほか、

河川管理や道路の除融雪など今年度末から

来年度初めにかけて行う必要がある公共事

業費や指定管理者制度による公共施設管理

運営業務委託費についても債務負担行為を

設定しております。
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